
 

☆第７０回全国高等学校家庭クラブ研究発表大会 学校家庭クラブ活動の部 

７月 28 日（木）・29 日（金）に第 70 回全国高等学校家庭クラブ研

究発表大会山形大会が山形市で開催されました。本校家庭クラブは東北

ブロック代表で家庭クラブの部に出場しました。本校は、「My Bag 

in Your Pocket」と題して、全国大会 5 年連続出場を果たしました。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★研究を進める中で「最も大変だったこと、苦労したこと」 

少ない役員で協力し、「My Bag チャレンジ」に参加してくれた方々へ100枚近いマイバッグ

を完成させたことです。時間的にも厳しい部分がありましたが、マイバッグを手に取った小学

生から「嬉しい」という声を聞くことが出来て、とてもやりがいがありました。 

★研究に関連して「今後にかける思い」 

 先輩達から引き継ぎ改良を加え完成した「持ち歩こうMy Bag」ををもっと多くの人にお届

けできるよう活動を継続していきたいです。後輩達には地域と深く関わるが持てるという平高

の強みを活かして積極的に活動を行い、発表に繋げていって欲しいと思います。 
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発表は落ち着いた感じで良かったです。全国大会

に出場して、たくさんの県の発表を見ていてどれも

工夫があっていい発表だと思いました。全国大会に

出場できてとても貴重な体験をすることができまし

た。(３年佐々木真名) 

活動に参加してくださった方々な

ど、沢山の人に支えられていること

を実感出来ました。良い結果を残す

ことはできなかったけれど自分たち

の活動に自信を持ち、本番を迎える

ことが出来ました。（３年熊谷百々

花） 

３年ぶりの現地開催、沢山の方々の思いや努力の詰まった山形県大会に参加できたことを嬉しく思います。発表者

としてのプレッシャーはありましたが、最後まで練習を重ね、悔いのない発表が出来たことを誇りに思います。暖か

い応援をありがとうございました。(３年工藤永美華) 

マイバッグの研究活動を通し、地域の方や先生方、全校生徒

の皆さんの協力や応援があったからこそ全国大会に出場する

ことが出来ました。大会まで必死になって練習を重ね、大会

当日は練習してきた成果を発揮することが出来ました。家庭

クラブ役員として全国大会に出場出来たことはとても貴重な

体験となりました。応援ありがとうございました。(３年櫻結槻) 

先輩方が本番に向けて何度も

発表の練習をしたり、発表内

容をさらに良くするために意見

を出し合うなどしていて、全員

で協力して取り組むことがとて

も重要だと実感しました。今度

自分たちの発表に役立ててい

きたいです。(２年佐々木心優) 

主に活動を進めた３年生家庭クラブ役員にインタビューをしました。 



【発表要旨】 

 “My  Bag”  in  Your  Pocket 

本校オリジナルマイバッグの良い点を生かし、普段

の生活の中で洋服やバッグ、ランドセルなどのポケッ

トに入れて手軽に持ち歩けるマイバッグを製作したい

と考え、「持ち歩こうマイバッグ」を開発しました。

余り布を活用し、改善を重ねながら完成させることが

できました。マイバッグ利用の具体的なアクションと

して製作過程に関わってもらう「My Bagチャレンジ」を企画し、100名を超える多くの

方々に参加していただきました。また、これまでの活動についてまとめた家庭クラブ通

信やマイバッグの作り方動画を作成し、ホームページを活用して発信しています。今後

もプラスチックごみ削減への意識を持続させていきたいです。 [文責：櫻結槻] 

 

★他ブロック代表校の発表題目 

ブロッ

ク名 
学校名 題目 感想 

関東 群馬県立 

高崎北 

高等学校 

高北生が取り組むSDGs～地

域とのコラボで楽しく学び

実践する～ 

チャンスを逃さず、幅広い活動に

地域を巻き込んで取り組む過程が

印象的でした。 

北陸・

中部 

富山県立 

雄山 

高等学校 

私たちから発信！元気風土

プロジェクト～地域との繋

がりのなかで～ 

食について自ら食育劇の動画など

を作成し地域の交流に繋げ互いに

学びを深める事が出来ていました 

近畿 兵庫県立 

西脇 

高等学校 

古民家アトリエプロジェク

ト～播州織でやさしさと笑

顔あふれる街づくり～ 

播州織の廃棄される部分を活用し

地域とも連携している点が良いと

思いました。 

中国・

四国 

岡山県立 

岡山南 

高等学校 

つながれ地域の絆～コロナ

に負けない！私たちにでき

ること～ 

高齢者や小学生にそれぞれ使いや

すいマスクケースにしていていい

と思いました。 

九州 熊本県 

矢部 

高等学校 

心通わせ郷土を潤す懸け橋

に～世代間交流を通じた持

続可能なまちづくり～ 

伝統食を活かした弁当開発が地産

地消や文化の継承に繋がっていて

良いと思いました。 

北海道 北海道 

札幌北 

高等学校 

まちのクリエイターは私た

ち～「いつか」ではなく「

今から」行動を～ 

防災への理解を深めるため、防災

すごろくを実施している点が良い

と思いました。 

 


